
図１ 主成分分析における各成分の因子得点
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図２ 主成分分析による検体のクラスタリング

NP:肺気腫あり NEP:肺気腫なし 43
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図３ 主成分分析によるmiRNAのプロット（第１主成分と第２主成分）
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図４ 健診受診者検体を用いたSP-Dレベルの解析

CT所見
肺気腫なし：１１検体
肺気腫あり：５５検体

10.13±8.65

血清５０ Lから
Human SP-D Quantitation ELISA kit
(R&D systems, Inc)により
Serum SP-Dレベルを測定

6.34±4.35
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図５ 健診受診者検体を用いたFibulin-3レベルの解析

CT所見
肺気腫なし：１１検体
肺気腫あり：５４検体

血清２５０ Lから
Exo Quickを用いて
エクソソームを精製

ウエスタンブロットにより
Fibulin-3のバンド強度を
測定

7.95±4.56

9.10±3.29
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